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Ca-4　　　　　　　　　　塩素系漂白剤の安全性に関する研究
　　　　　　　花王生活科学研　　○小笠原　章　　中川　雄之介

　【目的】次亜塩素酸ナトリウム水溶液は一般に約4~6%の水溶液として洗濯用の漂
白剤、台所漂白剤、或いはトイレ、カビ取り剤などの住居用洗浄剤等に使用されて

いる。次亜塩素酸ナトリウム水溶液はそれ自身塩素臭を持ち、又酸性タイプの製品
と一緒に使う(まぜる)と塩素ガスが発生する為に危険である。その為に家庭用品品
質表示法に基づき｢まぜるな危険｣や｢換気をよくして使用する｣等の表示が義務

付けられている。そこで種々の条件で使用した場合の塩素ガスの発生量を測定しそ
の安全性を検討した。又、塩素ガス発生メカニズムについても考察した。
　【方法】①基本的条件下での塩素ガス発生の測定:次亜塩素酸ナトリウム水溶液濃

度　原液(約6％)~使用濃度約lOOppm、温度　2O°C~8O°C~、液性　アルカリ~中性

~酸性等種々の条件下で塩素ガス濃度を北川式塩素ガス検知管で測定した。②実用
条件下での塩素ガス発生の測定:衣類漂白、台所での食器類の漂白、トイレ(水洗及
び非水洗)、及び浴室で使用した場合の塩素ガス濃度を同様に測定した。
　【結果】①基本的条件下では通常使用されるアルカリ条件下での塩素ガス発生量は
殆どがlppm以下　②衣類漂白lppm以下　③水洗トイレに於てはlppm　④水洗式
小便器ではlppm以下　⑤非水洗トイレ(換気なし)では貯溜便表面真上ではlppm以
上であったが、筒内、便器内等上部に行くに従い塩素ガス濃度は低下し、トイレ空

間部では検出限界以下であった。
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＜目的＞　テンセルがレーヨンとは異なった物性を有していることは既報の通りであるが、
各種の染料に対する染着性の相違については、我々が行った直接染料によるもの以外まだ
報告されていない。他方、天然染料は従来、天然繊維のみに適用されてきたが、再生繊維
には木綿よりも大きな親和性を有している。そこで、本報においては、古来の天然染料の

中から幾つかを選んで、テンセルに対する染着性を検討した結果を報告する。
＜方法＞　テンセル繊維は前報1)と同様の酵素処理済みの平織布を用い、木綿及びレーヨ
ンに対する結果と比較した。天然染料としては、主として楯子（クチナシ）及び槐樹（エ
ンジュ）を使用し、それぞれに含まれる天然色素クロシン及びルチンについて先の絹繊維
に対する報告2)を参照しながら各種の測定を行った。
＜結果＞　まず、薄層クロマトグラフィーと吸収スペクトルによって天然色素を同定し、

次いで、染色条件の設定のために色素の安定性を検討した。例えば提子色素クロシンの場
合には、抽出後40時間までの変化の割合が大きく、染浴のpHは酸性、アルカリ性共変化し
やすく中性付近での染色が最も安定であり、また、槐樹色素ルチンの場合には一旦温水に
溶解した後、徐々に析出ずるので、吸着平衡の測定には5 %程度のアルコールを添加する

必要があることなどを知った。さらにそれぞれの色素によるテンセルに対する等温吸着平
衡を測定し、木綿、レーヨン並びに絹の場合との比較を行ったが、例えばクロシンの場合、
温度の影響が小さいことなどの知見を得た。
　1）戸田ら：日本家政学会第47回大会研究発表要旨集, 237（1995）
　2）消水ら：日蚕雑, 52(3）,226-232 (1983）
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